
【
実
態
調
査
の
目
的
】

第
４
期
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
、
町
内
に
お
住
い

の
高
齢
者
や
要
介
護
（
支
援
）
認
定
者
等

の
介
護
や
福
祉
に
関
す
る
生
活
状
況
や
意

識
と
い
っ
た
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
結
果

を
現
状
分
析
・
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
態
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

調
査
票
の
ご
記
入
に
つ
い
て
ご
協
力
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
実
態
調
査
の
結
果
分
析
】

今
回
の
調
査
で
は
「
日
常
生
活
の
状

況
、
健
康
の
状
況
、
介
護
や
介
護

予
防
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
」
と

い
う
４
つ
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
質
問

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
に
対
す
る
回
答
か
ら
は
、

現
在
の
桂
川
町
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
の

あ
り
方
、
課
題
、
そ
し
て
今
後
の
取
り
組

み
の
参
考
と
な
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

老
い
は
誰
に
で
も
や
っ
て
く
る
も
の
。
し

か
し
、
こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
「
老
い
て
は
ま

す
ま
す
壮さ

か

ん
な
る
べ
し
」（
後
漢
書
）
の
よ

う
に
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
が
で
き
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
、
実
態
調

査
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【実態調査の実施概要】

○調査実施時期

　　平成 20 年 11 月

○調査対象者

　　一般高齢者 500 人（無作為抽出）

　　在宅要介護（支援）認定者 200 人　

　　　　　　　　　　　（無作為抽出）

　“不安や悩みの相談先”については、一般高齢者、在

宅認定者ともに「家族・親族に相談する」という回答

が多く寄せられました。

　一般高齢者で、２番目に多かったのが「友人・知人」、

次が「かかりつけの医師」の順になっています。

　在宅認定者では、２番目に多いのが「ケアマネジャー

や地域包括支援センター」、次が「かかりつけの医師」

や「ホームヘルパーや施設の職員など」となっています。

　これらの結果から、不安や悩みの相談先としては、

日常生活で接する機会の多い人に相談することが多い

と思われます。しかし、一般高齢者、在宅認定者とも

に４%の方が「相談する相手はいない」とも回答して

います。

　また、社会福祉協議会や行政担当部署等へ相談する

という回答は少ない結果となりました。

　今後は、「心配ごと相談」窓口の周知に努め、地域の

皆さんがより相談しやすい環境づくり、関係づくりを

行っていくことが求められていると思われます。

一般高齢者（複数回答）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの医師

民生委員・児童委員

社会福祉協議会職員

町役場の保健師や福祉担当職員

ケアマネジャーや地域包括支援センター

ホームヘルパーや施設の職員など

相談する相手はいない

その他

不明・無回答

85.6

37.3

27.1

6.2

2.1

3.4

2.4

2.1

3.8

2.1

3.1

在宅認定者（複数回答）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの医師

民生委員・児童委員

社会福祉協議会職員

町役場の保健師や福祉担当職員

ケアマネジャーや地域包括支援センター

ホームヘルパーや施設の職員など

相談する相手はいない

その他

不明・無回答

77.2

15.8

29.7

11.9

3.0

4.0

41.6

27.7

4.0

2.0

7.9
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